
第７２号（１） 中　志　段　味　組　合　だ　よ　り ２０１９年（令和元年）５月１５日（水曜日）

組
合
長

河
本

守
彦

第
五
十
二
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た

「
平
成
三
十
一
年
度
収
支
予
算(

案)

」
を
承
認

平
成
三
十
一
年
三
月
十
七
日
（
日
）
に
サ
イ
エ
ン
ス
交
流
プ
ラ
ザ
に

お
い
て
総
代
六
十
四
名
（
う
ち
書
面
に
よ
る
者
四
名
）
が
出
席
し
、
長

縄
裕
一
議
長
、
松
原
尋
司
副
議
長
の
も
と
に
第
五
十
二
回
総
代
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
別
記
の
第
一
号
議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

組
合
長
あ
い
さ
つ
の
要
旨

総
代
会
議
案
概
要

●
第
一
号
議
案

「
平
成
三
十
一
年
度
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」

収
入
予
算
額

金
四
十
三
億
六
千
三
百
万
円

支
出
予
算
額

金
三
十
三
億
二
千
三
百
万
円

次
年
度
繰
越

金
十
億
四
千
万
円

（
令
和
二
年
度
へ
繰
越
）

第５２回総代会の様子

大
規
模
商
業
施
設
の
状
況
報
告

コ
ス
ト
コ
誘
致
を
進
め
て
い
る
B
一
ブ
ロ
ッ
ク

に
お
い
て
、
事
業
者
が
ユ
ニ
ー
か
ら
伊
藤
忠
商

事
に
変
更
と
な
り
、
出
店
予
定
者
が
コ
ス
ト
コ

に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
二
十
六
年
に
都

市
計
画
提
案
し
た
際
に
、
地
域
の
方
に
説
明
し

た
内
容
か
ら
、
建
築
計
画
の
概
要
及
び
地
域
貢

献
内
容
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、
平
成

三
十
一
年
三
月
十
日
に
、
都
市
計
画
提
案
内
容

の
変
更
に
係
る
説
明
会
を
伊
藤
忠
商
事
と
共
催

で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
説
明
会
で
の
資

料
を
用
い
、
総
代
会
で
も
、
事
業
者
の
変
更
及

び
出
店
に
あ
わ
せ
て
行
う
地
域
貢
献
策
に
つ
い

て
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
三
十
一
年
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
ハ

日
ま
で
組
合
事
務
所
に
て
開
催
し
た
再
建

計
画
骨
子
の
地
権
者
説
明
会
の
質
疑
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
別
紙
に
て
取
り
ま
と
め

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

第
五
十
二
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ご
多
忙
中
に
も
関
わ

ら
ず
、
多
数
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
の
総
代
会
は
、
平
成
三
十
一
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
ご
審
議
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
大
規
模
商
業
施
設
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

来
年
度
の
予
算
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
事
業
見
直
し
に
取
り
組
ん

で
い
る
最
中
で
あ
り
、
ま
た
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
が
百
億
円
を
超
え

て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
平
成
三
十
年
度
に
引
き
続
き
経

常
的
な
経
費
の
他
は
、
事
業
再
建
と
大
規
模
商
業
街
区
に
関
す
る
も
の
と

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
業
再
建
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
の
一
月
十
六
日
に
昨
年
河

村
市
長
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
要
請
書
に
対
す
る
、
名
古
屋
市
か
ら
の
回

答
を
書
面
で
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
、
地
権
者
説
明
会
を
開

催
し
五
百
名
を
越
え
る
地
権
者
や
ご
家
族
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き

様
々
な
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
日
、
総
代
会
終
了
後
の

懇
談
会
で
ご
意
見
等
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
規
模
商
業
施
設
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
三
十
年
十
二
月
第

五
十
一
回
総
代
会
で
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
事

業
者
と
の
交
渉
を
進
め
て
き
て
お
り
、
平
成
三
十
一
年
三
月
十
日
に
サ
イ

エ
ン
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
、
都
市
計
画
提
案
内
容
の
変
更
に
係
る
説
明
会
を

事
業
者
の
伊
藤
忠
商
事
と
一
緒
に
開
催
し
、
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。
早
期
に
保
留
地
売
買
契
約
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

我
々
役
員
一
同
、
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
総
代
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※平成31年4月22日に名古屋市より平成31年度特定土地区画整理事業補助金交付決定通知書をいただいております。

○収入の部 （単位：円） ○支出の部 （単位：円）

科　目 予算額 科　目 予算額

１　助成金※ 61,000,000 １　会議費 120,000

２　保留地処分金 3,030,000,000 ２　事務所費 68,292,000

３　雑収入 241,241,000 ３　工事費 1,125,000,000

４　仮清算徴収金 100,000 ４　補償費 31,145,000

５　繰越金 1,030,659,000 ５　調査設計費 297,000,000

６　借入金償還金 1,500,000,000

７　借入金利子 201,000,000

８　雑支出 343,000

９　仮清算交付金 100,000

10　予備費 100,000,000

合　計 4,363,000,000 合　計 3,323,000,000

平成３１年度収支予算内訳



第７２号（２） 中　志　段　味　組　合　だ　よ　り ２０１９年（令和元年）５月１５日（水曜日）

中志段味特定土地区画整理事業
平成３１年度工事予算箇所図

凡例

■
総
代
会
で
の
主
な
質
疑
等

【
第
一
号
議
案
関
連
】

【
大
規
模
商
業
施
設
関
連
】

下記の場合には、事前に名古屋まちづくり公社
までご相談、ご連絡をお願いします。

●土地の売買及び相続等により土地の所有権を移転する場合
●土地の分合筆を行う場合
●建築物や工作物の新築及び増築、造成工事等を行う場合
●名古屋市へ「生産緑地の買取申出手続き」をされる場合

＜連絡先＞
公益財団法人名古屋まちづくり公社 志段味開発部
名古屋市守山区大字下志段味字西新外６７０番地
電話:０５２-７３６-０６８０ FAX:０５２-７３６-９０７４

お 願 い

図面番号 件　　名

① 都計志段味環状線道路築造工事（その８）

② 都計志段味田代町線道路築造工事（その１２）

③ 第８期区画道路築造工事

④ 第９期区画道路築造工事

⑤ 第１０期区画道路築造工事

⑥ 第１期特殊道路築造工事

⑦ 第１３号公園築造工事

⑧ 第１２期造成工事【繰越】

⑨ 第１３期造成工事

⑩ 第１４期造成工事

⑪ B１ブロック交通広場等整備工事

当組合の理事を務めていただいておりま
した河本卓之さんが4月15日にご逝去され
ました。
ご冥福をお祈りいたします。

訃 報

Ｑ

収
入
の
部
に
お
け
る
保
留
地
処
分
金
の
う

ち
、
伊
藤
忠
商
事
へ
の
売
却
価
格
は
。

Ａ

組
合
の
収
入
と
し
て
は
、
約
一
万
坪
の
保

留
地
に
対
し
、
約
二
十
億
円
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

Ｑ

整
地
費
六
億
二
千
九
百
万
円
の
主

な
内
訳
は
。

Ａ

伊
藤
忠
商
事
へ
の
売
却
用
地
を
含

む
B
一
ブ
ロ
ッ
ク
の
準
備
工
事
を
約
四

億
円
、
B
一
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
あ
る
二
号

公
園
の
法
面
処
理
で
一
億
円
を
見
込
ん

で
お
り
、
合
わ
せ
て
約
五
億
円
で
す
。

保
留
地
を
販
売
す
る
に
は
、
良
好
な
保

留
地
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ

支
出
の
部
に
お
け
る
弁
護
士
報
酬
・
顧
問
料

や
事
業
調
査
設
計
費
の
内
訳
は
。

Ａ

弁
護
士
費
用
で
す
が
、
現
在
、
二
つ
の
事
務

所
に
お
願
い
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
予
算
と
し

て
は
約
一
千
万
円
で
す
。

ま
た
、
事
業
調
査
設
計
費
予
算
は
、
一
億
四
千

百
万
円
で
す
が
、
内
一
億
円
は
再
建
計
画(

案)

策

定
業
務
委
託
で
、
昭
和
㈱
と
契
約
を
予
定
し
て
い

る
も
の
で
す
。
残
り
の
四
千
百
万
円
は
、
才
井
戸

流
の
水
文
・
水
量
調
査
、
詳
細
設
計
図
作
成
業
務
、

道
路
詳
細
設
計
業
務
、
雨
水
設
計
業
務
等
の
費
用

で
す
。

Ｑ

借
入
金
償
還
金
は
、
ど
こ
の
金
融
機
関
に
い
く
ら

返
済
す
る
の
か
。

Ａ

借
入
金
償
還
金
の
予
算
は
、
十
五
億
円
で
、
保
留

地
の
販
売
額
は
予
算
で
約
三
十
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

保
留
地
の
売
却
額
の
二
分
の
一
程
度
は
返
済
に
回
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

金
融
機
関
か
ら
、
借
入
金
額
の
割
合
に
応
じ
て
返
済
し

て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
そ
の
よ
う
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ

調
査
設
計
費
に
お
け
る
再
建
計
画

策
定
支
援
業
務
委
託
に
つ
い
て
詳
細
な

内
容
は
。

Ａ

大
き
く
分
け
て
四
つ
項
目
が
あ
り

ま
す
が
、
一
つ
目
は
、
施
行
地
区
の
見

直
し
素
案
の
作
成
、
二
つ
目
は
、
地
域

別
説
明
会
の
開
催
を
年
二
回
想
定
、
三

つ
目
は
、
再
建
計
画
案
の
策
定
の
支
援
、

四
つ
目
は
、
関
係
者
協
議
と
情
報
発
信
、

以
上
が
主
な
業
務
内
容
で
す
。

Ｑ

情
報
発
信
の
在
り
方
に
つ
い
て
だ

が
、
昨
年
十
一
月
の
総
代
説
明
会
と
今

年
二
月
の
地
権
者
説
明
会
で
は
、
説
明

内
容
が
同
じ
だ
っ
た
の
か
。
昨
年
十
一

月
に
地
権
者
全
員
に
周
知
す
る
方
法
は

な
か
っ
た
の
か
。

Ａ

昨
年
十
一
月
の
総
代
説
明
会
の
後
、

今
年
二
月
に
地
権
者
説
明
会
を
開
催
し

て
、
同
じ
内
容
を
地
権
者
の
皆
様
に
お

伝
え
し
ま
し
た
。
そ
う
し
な
い
と
最
終

的
な
合
意
形
成
に
向
け
て
繋
が
っ
て
い

き
ま
せ
ん
。
今
後
の
情
報
発
信
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
作
成

し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
届
く
よ
う
に

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ

三
月
十
日
の
都
市
計
画
提
案
内
容

の
変
更
に
係
る
説
明
会
で
は
、
コ
ス
ト

コ
が
来
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
内
容
で

報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ス
ト
コ
と
契

約
は
し
た
の
か
。

Ａ

現
在
、
伊
藤
忠
商
事
と
交
渉
中
で

す
。
（
コ
ス
ト
コ
は
、
伊
藤
忠
商
事
か

ら
土
地
を
借
り
て
出
店
す
る
枠
組
み
と

な
っ
て
い
る
）

【発行】
名古屋市中志段味特定土地区画整理組合
名古屋市守山区大字中志段味字二ツ塚２２３９番地
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